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DICOM委員会の位置づけ

本委員会

セキュリティ委員会

モニタ診断委員会

ＣｙｂｅｒＲａｄ
 

対応委員会

診断レポート検討委員会

ＤＩＣＯＭ委員会
（

 
ＩＳＯ

 
委員会を吸収）

医用画像システム部会



DICOM委員会のミッション

１）
 

DICOM規格の制定

・
 

規格の拡張、修正に関する提案

・
 

補遺、補正の審議・投票

・
 

ユーザや他団体の要求をまとめ
 

規格化を提案する

２）
 

DICOM規格の普及

・
 

DICOM規格講演、セミナー、資料提供（翻訳）、HP充実

・
 

DICOM運用
 

詳細規定作成
 

（コード定義、日本語対応）

・
 

接続上の問題点の収集と対応策の検討ならびに広報

DICOM規格に関する国内及び海外
 に向けたＪＩＲＡ会員の代表窓口



メンバー構成
委員長 : 鈴木

 
真人（東芝ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ）

副委員長 : 中島

 
隆（日立ﾒﾃﾞｨｺ) 、

 
久保浩幸（ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾍﾙｽｹｱ）

委員 : 森村晋哉（ｱﾛｶ）、早田勝彦（JRCｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）、纐纈知己（ﾈｸｼｽ）、杉山真哉（東芝

 ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ）、村上永英（ｿﾆｰﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ）、佐々木富男（ViewSend）、伊藤伸昭（ﾊﾟ

 ﾅｿﾆｯｸAVCﾒﾃﾞｨｶﾙ）、福島隆起（JRCｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）、五十嵐勉（東芝医用ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ

 ﾘﾝｸﾞ）、杉田裕之（JRCｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）、渡辺昌彦（渡辺ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）、内山明彦（東京特殊

 電線）、小山田佳裕（ﾘﾏｰｼﾞｭｼﾞｬﾊﾟﾝ）、伊藤幸雄（日立ﾒﾃﾞｨｺ）、朝倉和浩（日本電気）、

 園田裕之（ﾃｸﾏﾄﾘｯｸｽ）、田中洋平（横河電機）、前田弘康（東洋ﾒﾃﾞｨｯｸ）、青沼正志（富

 士ﾌｨﾙﾑ）、吉野宏昭（ｷﾔﾉﾝ）、澤田和憲（ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀｴﾑｼﾞｰ）、村松和彦(ｸﾞｯﾄﾞﾏﾝﾍﾙｽｹｱ

 ITｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

 
),渡部真也（東芝ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ）、山崎正晴（三菱電機）、四方田章裕

 （千代田ﾃｸﾉﾙ）、七戸金吾（ｱﾐﾝ）、三嶋晶（ｿﾆｰ）、繁村直（ﾃﾗﾘｺﾝ･ｲﾝｺｰﾎﾟﾚｲﾃｨｯﾄﾞ）、

 吉野 貴光(興和

 
), 舩木圭一

 
(ｹｱｽﾄﾘｰﾑﾍﾙｽ

 
),記内貴吉（住商情報ｼｽﾃﾑ）、池ノ内時

 宗（ﾌｨﾘｯﾌﾟｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｼﾞｬﾊﾟﾝ）、原山篤（日本電気）、佐藤敦（東芝ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ）、

 高橋重和（島津製作所）、伊藤昌樹（住商情報ｼｽﾃﾑ）、遠藤久史(GE横河ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ

 ｽﾞ）、吉村仁（ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀｴﾑｼﾞｰ

 
), 清水学（ｸﾞｯﾄﾞﾏﾝﾍﾙｽｹｱITｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ）、細谷徹夫（富

 士ﾌｨﾙﾑRIﾌｧｰﾏ）、芋川康史（JIRA事務局）

 
以上 44名

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ（特別委員）

 

: 安藤裕先生

 
(放医研－JRS ), 木村通男先生

 
(浜松医大－JRS ),

奥田保男先生 (岡崎市民病院

 
-JSRT),坂本博先生(東北大附属病院-JSRT),

原瀬正敏先生（豊橋市民病院－JSRT)、篠田英範（JAHIS）



DICOM委員会 開催状況

２００７年
１／２６

 
１月定例会議

２／１６
 

２月定例会議
４／２７

 
４月定例会議

５／２５
 

５月定例会議
６／２１

 
６月定例会議

７／１９
 

７月定例会議
８／２３

 
８月定例会議

９／２０
 

９月定例会議



DICOM委員会 国際会議出席状況
２００６年

１／２３
 

nema
 

WG6 @ Washington D.C

４／１１
 

nema
 

DSC @ Yokohama

６／１２
 

nema
 

WG6 @ Washington D.C

８／２１
 

nema
 

WG6 @ Washington D.C

９／
 

７
 

nema
 

DSC @ Baｒcelona

１０／２３
 

nema
 

WG6 @ Washington D.C

１１／３０
 

nema
 

DSC @ Chicago

２００７年
１／２２

 
nema

 
WG6 @Washington D.C

３／２３
 

nema
 

DSC @ Taipei
６／２９

 
nema

 
DSC @ Belrin

８／２７
 

nema
 

WG6 @Washington D.C
８／２９

 
ISO TC215 @ Brisbane



DICOM委員会 講演受託状況

２００７年

２／１０
 

ＩＨＥ-Ｊワークショップ
 

京都

４／
 

１３，１４
 

CyberRad
 

チュートリアル
 

横浜

５／１１
 

ＩＨＥ-Ｊワークショップ
 

高松

６／０７
 

医用画像管理学会 教育講演 金沢

８／１１
 

ＩＨＥ-Ｊワークショップ
 

大津



DICOM規格の進捗

ＤＩＣＯＭ２００６
 

から
 

ＤＩＣＯＭ２００７への差分

１）補遺・追加
 

（Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔ）

１０７、１１４，１１６

２）修正
 

（Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）

６１７、６２２、６２３、６３７、６６８、６７９、

６８２－６、６８８－７０４、７０６－８、７１０－２１、

７２３－４、７２７－８、７３１－４、７３６－８、

７３９－４０



ＤＩＣＯＭ規格への参画

１）
 

Ｓｔａｎｄａｒｄ
 

Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ、
 

ＷＧ－６
 

への出席

２）
 

Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔ，Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ
 

への投票

３）
 

新規Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔ、Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎの提案

・Transducer Data (0018,5010)のＶＭ変更(提出
 済）



ＤＩＣＯＭ委員会活動 （その他）
１）

 
特別委員による

 
問題提起、勉強会

・定例会議にて
 

発表・討論の時間を設け
 

Ｍ⇔Ｅの

情報提供の場を作った。

２）
 

ＤＩＣＯＭ
 

Ｂａｓｉｃｓ
 

の翻訳・出版

・Ｍｒ．H. Oostervijk著
 

ＤＩＣＯＭ委員会
 

監訳

・２００７年度の出版を予定。
 

翻訳ほぼ完了。

３）
 

DICOM規格
 

PS3.1の翻訳を完了。

４）
 

ＤＩＣＯＭ適用における問題点事例集の編集

・会員より事例を収集完了。

・委員会で内容を分析し公開・改善点の規格への

修正提案を検討予定。



今後の予定
１）ＩＳＯ／ＴＣ２１５委員会への対応

・
 

アジア代表として ＤＩＣＯＭ／ＩＳＯの架け橋役の
 任務継続。（ＩＳＯ委員会活動の引継ぎ）

２）
 

ＤＩＣＯＭ普及活動の展開

・
 

出版物や講演資料の有効活用の模索。

・
 

規格翻訳の継続
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